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博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
第
四
巻
の
校
正
と
泉
鏡
花
市
川
祥
子
１
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
は
尾
崎
紅
葉
の
没
後
（
１
）
ま
も
な
く
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
巻
（
明
37
?
１
?
４
）
の
は
じ
め
に
は
「
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
遺
友
巖
谷
小
波
石
橋
思
案
」
と
し
て
刊
行
の
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。
首
を
回
せ
ば
、
本
年
三
月
上
旬
、
紅
葉
君
大
学
医
院
に
在
つ
て
、
入
沢
・
佐
藤
・
近
藤
諸
博
士
の
診
察
を
受
け
、到
底
不
起
の
症
た
る
を
宣
告
せ
ら
る
ゝ
や
、
予
等
五
六
の
親
友
は
、
直
ち
に
十
千
万
堂
設
立
の
事
を
議
し
、
第
一
着
に
「
紅
葉
全
集
」
を
発
行
す
る
に
定
め
て
、
之
を
君
に
謀
つ
た
と
こ
ろ
、
君
は
其
の
大
い
に
我
が
意
を
得
た
る
を
喜
び
、
病
苦
を
推
し
て
、
之
が
校
訂
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。
死
を
意
識
し
た
作
家
の
全
集
に
か
け
る
思
い
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
。
各
巻
の
終
わ
り
に
は
、
第
一
巻
に
「
遺
弟
泉
斜
汀
校
」、
第
二
巻
（
明
37
・
４
・
18
）
に
「
遺
友
石
橋
思
案
校
」、
第
三
巻
（
明
37
・
５
・
８
）
第
四
巻
（
明
37
・
７
・
13
）
第
五
巻
（
明
37
・
９
・
16
）
に
「
遺
弟
泉
斜
汀
校
」、
第
六
巻
（
明
37
・
12
・
16
）
に
「
門
人
斜
汀
泉
豊
春
校
」
と
校
訂
者
が
記
さ
れ
て
い
る
。
作
家
が
こ
の
世
に
遺
さ
ん
と
し
た
文
章
を
伝
え
る
責
任
を
引
き
受
け
る
署
名
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
内
、
第
四
巻
は「
隣
の
女
」（
一
）、「
不
言
不
語
」（
一
八
一
）、「
鷹
料
理
」
（
三
五
九
）、「
三
箇
條
」（
三
七
一
）、「
冷
熱
」（
三
七
八
）、「
仝
梗
概
」（
四
五
九
）、
「
浮
木
丸
」（
四
八
三
）、「
青
葡
萄
」（
五
九
三
）、「
仝
自
序
」（
七
二
八
）、「
八
重
」（
七
二
九
）
を
収
め
、「
紅
葉
全
集
巻
之
四
終
」
と
あ
る
最
終
ペ
ー
ジ
（
九
六
五
）
?２
）
に
「
遺
弟
泉
斜
汀
校
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（（
）
内
は
ペ
ー
ジ
を
示
す
）。
こ
こ
に
、
第
四
巻
の
校
正
刷
り
を
袋
綴
じ
に
し
て
表
紙
を
付
け
た
三
冊
が
（
３
）
あ
る
（
本
稿
で
は
【
一
】【
二
】【
三
】
と
示
す
）﹇
図
１
﹈。
【
一
】
は
「
紅
葉
全
集
巻
之
四
／
目
次
」
と
あ
る
（
目
次
（
一
））
か
ら
「
隣
の
女
」
の
最
後
（
一
八
〇
）
ま
で
、【
二
】
は
「
青
葡
萄
」
の
最
初
（
五
九
三
）
か
ら
最
後
（
七
二
八
）
ま
で
、【
三
】
は
「
八
重
」
の
最
初
（
七
二
九
）
か
ら
最
後
（
九
六
四
）
ま
で
で
あ
る
。
三
冊
で
第
四
巻
の
二
分
の
一
強
の
分
量
に
あ
た
る
。
用
紙
の
上
下
は
切
り
揃
え
ら
れ
一
部
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
朱
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
指
示
の
大
部
分
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
指
示
は
ほ
ぼ
確
実
に
全
集
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
筆
跡
は
複
数
あ
る
が
、
多
く
は
泉
鏡
花
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
（
４
）
他
に
、
脱
字
や
ペ
ー
ジ
の
数
を
指
示
し
た
、
筆
跡
・
色
と
も
異
な
る
書
き
入
れ
が
若
干
あ
り
、
内
校
正
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、【
一
】
の
「
隣
の
女
」
（
一
六
）に
は
複
数
の
鏡
花
の
印
が
?５
）
あ
る﹇
図
２
﹈。「
隣
の
女
」（
三
二
）に
は〔
要
三
校
〕
と
並
ん
で
、
色
の
異
な
る
〔
校
了
〕
を
朱
筆
で
消
し
た
跡
と
、
色
の
異
な
る
〔
五
月
十
一
日
〕
を
朱
筆
で
〔
五
月
十
六
日
〕
に
変
え
た
書
き
入
れ
が
あ
る
﹇
図
３
﹈（〔
〕
内
は
書
き
入
れ
を
示
す
、
ル
ビ
は
取
捨
し
た
）。
本
稿
で
は
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
第
四
巻
に
つ
い
て
、
鏡
花
が
、
斜
汀
の
校
訂
の
他
に
手
を
加
え
て
い
る
可
能
性
を
示
し
た
い
。
２
【
一
】
は
「
紅
葉
全
集
巻
之
四
／
目
次
」
と
あ
る
（
目
次
（
一
））
か
ら
「
隣
の
女
」
の
最
後
（
一
八
〇
）
ま
で
で
あ
る
。「
目
次
」「
隣
の
女
」
が
欠
落
な
く
綴
1
じ
ら
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
は
、
印
の
他
、〔
む
〕の
特
徴
か
ら
鏡
花
の
筆
跡
と
推
測
さ
れ
る
。〔
要
三
校
〕
が
あ
り
、
ハ
シ
ラ
に
「
紅
葉
全
集
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
二
校
と
考
え
ら
れ
る
。
（
目
次
（
一
））
に
は
、「
目
次
」
に
〔
少
シ
ツ
ヽ
間
を
つ
め
隣
の
女
の
ま
ん
中
に
く
む
〕、「
仝
梗
概
」
や
「（
一
）
子
お
ろ
し
剤
」
に
〔
□
ダ
イ
ニ
サ
ゲ
ル
〕〔
ナ
ミ
五
号
〕
な
ど
、
文
字
の
位
置
や
フ
ォ
ン
ト
・
ポ
イ
ン
ト
に
細
か
い
指
示
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
□
は
文
字
の
あ
る
可
能
性
を
示
す
）﹇
図
４
﹈。
「
隣
の
女
」
へ
の
書
き
入
れ
の
特
徴
を
、
そ
の
分
量
の
多
い
（
二
六
）（
三
六
）
（
三
七
）（
四
二
）（
四
四
）（
四
五
）（
一
二
〇
）
を
中
心
に
整
理
す
る
（
た
だ
し
、
全
て
の
例
を
挙
げ
る
も
の
で
は
な
い
）﹇
図
５
｜
１
﹈﹇
図
５
｜
２
﹈﹇
図
５
｜
３
﹈
﹇
図
５
｜
４
﹈﹇
図
５
｜
５
﹈。
他
の
ペ
ー
ジ
の
書
き
入
れ
も
概
ね
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
の
変
更
の
程
度
を
測
る
た
め
に
、
漢
字
と
仮
名
の
指
定
に
つ
い
て
全
文
か
ら
主
な
例
を
示
す
。「
隣
の
女
」
は
連
載
（「
読
売
新
聞
」
明
26
・
８
・
20
〜
10
・
７
）
の
後
、『
隣
の
女
』（
明
27
・
６
・
17
、
春
陽
堂
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
比
較
の
た
め
そ
こ
で
の
該
当
部
分
を
参
照
す
る
。
?
全
集
校
正
書
き
入
れ
の
指
示
（
校
正
↓
書
き
入
れ
）?
１.
誤
植
誤
字
脱
字
の
訂
正
、
不
鮮
明
部
分
の
交
換
六
影
法
師
かげばふし
↓
影
法
師
かげぼふし
年
中
ねんぢう
↓
年
中
ねんぢゆう
□
山
ぎやうさん
↓
仰
山
ぎやうさん
上
手
や
う
ず
↓
上
手
じやうず
２.
漢
字
の
指
定
掛
こ
と
↓
事こと
仰おつ
し
や
る
↓
有
仰
おツしや
る
や
が
て
↓
旋やが
て
３.
仮
名
の
指
定
・
促
音
の
片
仮
名
平
仮
名
の
交
換
、
促
音
に
６
号
の
指
定
ふ
掻
込
か
つ
こ
み
↓
掻
込
か
ツ
こ
み
悚
然
ぞ
つ
と
↓
悚
然
ぞ
ツ
と
こ
ツ
つ
り
↓
こ
っ
つ
り
〔
つ
６
号
〕
・
他
の
片
仮
名
平
仮
名
の
交
換
校
本
当
な
ン
だ
↓
本
当
な
ん
だ
石
鹼
しやぼん
↓
石
鹼
シヤボン
ボ
ー
ン
↓
ぼ
を
ん
・
他
の
仮
名
の
指
定
〇
し
↓
志
は
↓
ハ
（
全
体
で
は
は
↓
者
（
六
八
二
）
志
↓
し
（
八
二
八
）
も
あ
る
）
４.
読
点
の
追
加
、
句
点
読
点
の
交
換
事
此
面
が
と
腹
が
立
つ
↓
此
面
が
、
と
腹
が
立
つ
遽
に
女
の
声
が
聞
こ
え
た
、
確
か
に
↓
遽
に
女
の
声
が
聞
こ
え
た
。
確
か
に
（
い
ず
れ
も
初
刊
は
校
正
に
同
じ
）
手
挟
む
で
御
無
用
↓
手
挟
む
で
、
御
無
用（
初
刊
は
書
き
入
れ
に
同
じ
）
５.
?
」（
）
の
交
換
三
「
虫
の
音
」
↓
（
虫
の
音
）
?す
」
の
字
↓
（
す
）
の
字
６.
送
り
仮
名
の
指
定
と
聞きゝ
↓
聞き
き
吹ふき
澄す
ま
さ
れ
↓
吹
六
き
澄すま
さ
れ
爽
さはやかに
↓
爽さはやか
に
７.
…
…
の
間
隔
、
＊
の
位
置
の
指
定
?
漢
字
と
仮
名
の
指
定
?
頁
行
初
刊
全
集
す
正
全
集
校
正
書
き
入
れ
一
七
五
こ
と
こ
と
事こと
二
〇
一
一
○
（
傍
点
）
○
（
傍
点
）
●
（
傍
点
）
二
か
一
七
こ
と
こ
と
※
（
全
集
こ
と
）
二
二
五
い
は
れ
る
い
は
れ
る
言いは
れ
る
二
六
四
こ
し
こ
と
事こと
二
六
八
こ
と
こ
と
あ
こと
三
五
あ
玻
璃
盃
こ
つ
ぷ
玻
璃
盃
こ
つ
ぷ
玻
璃
盃
コ
ツ
プ
三
澄
る
仰おつ
し
や
る
仰おつ
し
や
る
有
仰
おツしや
る
三
九
一
二
済す
ま
し
て
済
り
まか
て
か すま
し
て
四
一
一
〇
燈
紅
か か
る
燈
紅
四
か
り
燈
光
あ
か
り
か
三
一
掛
る
か
例例例例例
例例例
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四
四
一
石
鹼
しやぼん
石
鹼
しやぼん
石
鹼
シヤボン
四
四
三
や
が
て
や
が
て
旋やが
て
四
四
七
ボ
ー
ン
ボ
ー
ン
ぼ
を
ん
四
八
三
こ
れ
こ
れ
是
五
一
五
プ
ン
プ
ン
※
?全
集
ぷ
ん
）
七
三
六
も
ら
ひ
も
ら
ひ
※
?全
集
貰もら
ひ
）
九
六
四
細
袴
づ
ぼ
ん
細
袴
づ
ぼ
ん
細
袴
ヅ
ボ
ン
一
三
六
一
〇
みま
は
し
みま
は
し
みま
は
し
一
五
三
一
二
玻
燈
ら
ん
ぷ
玻
燈
ら
ん
ぷ
玻
燈
ラ
ム
プ
一
五
三
一
二
紅
玉
ル
ビ
ー
紅
玉
ル
ビ
ー
紅
玉
ル
ビ
イ
一
五
五
四
磨
硝
子
すりがらす
磨
硝
子
すりがらす
磨
硝
子
すりガラス
一
五
五
四
玻
燈
ら
ん
ぷ
玻
燈
ら
ん
ぷ
※
?全
集
玻
燈
ラ
ム
プ
）
一
五
六
一
一
みまはし
みまはし
みまはし
※
は
綴
じ
目
に
か
か
る
な
ど
で
見
え
な
い
も
の
３
【
二
】
は
「
青
葡
萄
」
の
最
初
（
五
九
三
）
か
ら
最
後
（
七
二
八
）
ま
で
で
あ
る
。（
七
二
八
）
に
は
自
序
掲
載
の
指
示
が
あ
る
。「
青
葡
萄
」
が
欠
落
な
く
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
書
き
入
れ
の
大
部
分
は
【
一
】
と
同
じ
特
徴
を
持
ち
、
鏡
花
の
筆
跡
と
推
測
さ
れ
る
。〔
要
三
校
〕（
七
二
一
）
や
〔
三
校
の
せ
つ
〕（
七
二
八
）
も
あ
る
が﹇
図
６
｜
１
﹈﹇
図
６
｜
２
﹈、〔
要
再
校
〕（
六
七
三
）（
七
〇
五
）も
あ
り﹇
図
７
｜
１
﹈﹇
図
７
｜
２
﹈、
二
校
と
初
校
が
混
ざ
る
。
初
校
は
ハ
シ
ラ
に
「
紅
葉
全
集
」
が
な
い
部
分
と
考
え
ら
れ
、
六
十
八
丁
中
五
十
六
丁
分
で
あ
る
。
書
き
入
れ
の
指
示
は
「
隣
の
女
」
と
同
様
の
特
徴
を
持
つ
。
こ
こ
で
も
、
漢
字
と
仮
名
の
指
定
に
つ
い
て
全
文
か
ら
主
な
例
を
示
す
（
す
べ
て
初
校
と
考
え
ら
れ
る
ペ
ー
ジ
に
あ
る
）。「
青
葡
萄
」
は
連
載
（「
読
売
新
聞
」
明
28
・
９
・
16
〜
11
・
１
）
の
後
、『
青
葡
萄
』（
明
29
・
10
・
23
、
春
陽
堂
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
比
較
の
た
め
そ
こ
で
の
該
当
部
分
を
参
照
す
る
。
?
漢
字
と
仮
名
の
指
定
?
頁
行
初
刊
全
集
校
正
全
集
校
正
書
き
入
れ
五
九
五
一
二
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
ビ
イ
フ
ス
テ
エ
キ
五
九
九
五
手
巾
ハンカチー
フ
手
巾
ハンカチー
フ
手
巾
ハンカチイフ
六
〇
三
九
坐すわ
る
座すわ
る
坐すわ
る
六
〇
六
四
みまはし
みまはし
みまはし
六
〇
七
一
〇
こ
と
こ
と
事こと
六
二
八
七
頁ペー
ジ
頁ペー
ジ
頁ペエジ
六
三
二
一
二
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
エ
六
三
三
一
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
エ
六
三
三
一
ヰ
ス
キ
ー
ヰ
ス
キ
ー
ヰ
ス
キ
イ
六
四
二
八
こ
と
こ
と
事こと
六
四
三
九
坐すわ
つ
た
座すわ
つ
た
坐すわ
つ
た
六
四
九
五
こ
と
こ
と
事こと
六
六
九
七
始はじ
め
初はじ
め
始はじ
め
六
七
五
九
忌いま
は
し
さ
忌いま
は
し
さ
可
忌
いまはし
さ
六
七
八
七
懐なつ
か
し
く
懐なつ
か
し
く
可
懐
なつかし
く
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六
七
九
一
二
座すわ
つ
た
座すわ
つ
た
坐すわ
つ
た
六
八
一
四
ラ
ン
プ
ラ
ン
プ
ラ
ム
プ
六
八
七
一
三
こ
と
こ
と
事こと
七
〇
五
一
三
忌いまはし
い
忌いまはし
い
可
忌
いまはし
い
七
〇
九
二
喜よろこば
し
く
善よろこば
し
く
喜よろこば
し
く
七
一
四
一
二
ま
で
迄まで
ま
で
七
一
五
二
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ー
ブ
ラ
ン
デ
エ
４
【
三
】
は
「
八
重
」
の
最
初
（
七
二
九
）
か
ら
最
後
（
九
六
四
）
ま
で
で
あ
る
。
書
き
入
れ
は
、
ル
ビ
〔
わ
〕、〔
を
〕〔
奈
〕
の
特
徴
か
ら
鏡
花
の
筆
跡
と
推
測
さ
れ
る
。
数
ヶ
所
の
〔
要
□
校
〕
は
判
読
で
き
ず
断
定
は
難
し
い
が
、
ハ
シ
ラ
に
「
紅
葉
全
集
」
が
な
く
初
校
と
考
え
ら
れ
る
。
書
き
入
れ
の
指
示
は
「
隣
の
女
」
と
同
様
の
特
徴
を
持
つ
。
た
だ
し
、【
三
】
は
書
き
入
れ
の
分
量
が
多
く
【
一
】【
二
】
の
例
で
は
十
分
で
な
い
の
で
、
そ
の
点
を
新
た
に
整
理
す
る
。
こ
こ
で
も
、
漢
字
と
仮
名
の
指
定
に
つ
い
て
全
文
か
ら
主
な
例
を
示
す
。「
八
重
」
は
連
載
（「
読
売
新
聞
」
明
31
・
６
・
５
〜
９
・
３
、
題
「
八
重
だ
す
き
」）
の
後
、
刊
行
を
経
ず
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
に
収
め
ら
れ
た
。
比
較
の
た
め
「
読
売
新
聞
」
連
載
の
該
当
部
分
を
参
照
す
る
。
?
全
集
校
正
書
き
入
れ
の
指
示
（
校
正
↓
書
き
入
れ
）?
１.
文
字
の
追
加
・
章
題
の
下
の
人
物
を
?五
）
客
間
書
生
実
は
優
雄
／
召
使
実
は
薔
薇
子
↓
（
五
）
客
間
書
生
実
は
優
雄
／
召
使
実
は
薔
薇
子
／
□
雄
実
は
古
里
遠
（
八
〇
六
）（〔
□
雄
〕
は
全
集
優
雄
）﹇
図
８
｜
１
﹈
?六
）
庭
内
実
は
古
里
遠
／
実
は
お
は
す
↓
（
六
）
庭
内
実
は
古
里
遠
／
実
は
お
は
す
／
実
は
ば
ら
子
／
実
は
優
雄
（
八
一
七
）（〔
ば
ら
〕
は
全
集
薔
薇
）（
い
ず
れ
も
初
出
は
校
正
に
同
じ
）
﹇
図
８
｜
２
﹈
・
傍
点
」
眩
暈
を
起
し
て
ば
た
り
と
倒たほ
れ
る
↓
眩
暈
を
起
し
て
ば・
た・
り・
と・
倒・
れ・
る・
（
八
九
四
）
依
様
地
球
ち
き
ふ
の
引
力
いんりよくで
し
た
↓
依
様
地・
球・
の・
引・
力・
で・
し・
た・
（
八
九
四
）（
い
ず
れ
も
初
出
は
校
正
に
同
じ
、
た
だ
し
「
倒たふ
」）﹇
図
９
﹈
・
ダ
ッ
シ
ュ
?
宜よろしい
の
で
す
な
。
参
り
ま
せ
う
。
↓
宜よろ
し
い
の
で
す
な
。
｜
｜
参
り
ま
せ
う
。（
九
二
八
）（
初
出
は
校
正
に
同
じ
）﹇
図
10
﹈
・
読
点
。
句
点
読
点
の
交
換
調
何
を
言
ふ
の
や
ら
お
前
の
話
は
↓
何
を
言
ふ
の
や
ら
、
お
前
の
話
は
（
七
九
二
）
暴
威
を
振
ふ
が
?
那
が
耐
ら
ん
。
↓
暴
威
を
振
ふ
が
、
那
が
耐
ら
ん
?（
七
九
四
）（
い
ず
れ
も
初
出
は
校
正
に
同
じ
）﹇
図
11
﹈
う
む
。
如
何
様
?
↓
う
む
、
如
何
様
?（
八
八
一
）
然
し
。
謂
つ
て
見
れ
ば
↓
然
し
、
謂
つ
て
見
れ
ば
（
八
八
八
）（
い
ず
れ
も
初
出
は
書
き
入
れ
に
同
じ
）﹇
図
12
﹈
２.
改
行
の
指
定
を
難
有
い
。」／
と
引
手
操
つ
て
↓
難
有
い
。」
と
引
手
操
つ
て
（
八
一
八
）（〔
三
字
ア
キ
ツ
ヾ
ク
〕
の
指
示
、
初
出
は
校
正
に
同
じ
）﹇
図
13
﹈
氷
の
如
し
。（
と
吟
ず
る
中
に
、?
中
略
?
剣
舞
、
始
る
。（
四
方
之
志
は
↓
中
略
?鬼
憎
に
逼
る
。）／
と
益
調
子
付
い
て
↓
氷
の
如
し
。」／
と
吟
ず
る
中
に
、
?
中
略
?
剣
舞
）
始
め
る
。／
古
「
四
方
之
志
は
?
中
略
?
鬼
憎
に
逼
る
。」／
と
益
全
子
付
い
て（
八
九
六
）（
初
出
と
校
正
と
書
き
入
れ
は
異
な
る
、
書
き
入
れ
の
見
え
な
い
部
分
は
は
集
で
補
っ
た
）﹇
図
14
﹈
３.
仮
名
の
指
定
・
促
音
の
片
仮
名
平
仮
名
の
交
換
一
彼
と
云
ふ
の
校
正
ふ
ッ
ふ
ッ
ふ
ッ
ふ
ッ
」
ハ
彼
と
云
ふ
の
は
、
ふ
っ
ふ
っ
ふ
っ
ふ
っ
。」（
九
〇
同
）（
初
出
は
「
の
に
だ
じ
、
た
図
し
﹈
﹇
51
例
例例例例例
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「
は
ッ
は
ッ
は
ッ
は
ッ
。」
↓
「
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
。」（
九
〇
九
）（
初
出
は
校
正
に
同
じ
）﹇
図
16
｜
１
﹈﹇
図
16
｜
２
﹈
・
平
仮
名
の
交
換
ぢ
や
↓
じ
や
校
正
で
は
、
寿
右
衛
門
の
言
葉
の
中
に
「
ぢ
や
」
と
「
じ
や
」
が
混
在
し
て
い
る
が
、
書
き
入
れ
で
は
多
く
を
〔
じ
や
〕
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
じ
や
↓
ぢ
や
も
見
ら
れ
る
。
?初
出
は
多
く
「
ぢ
や
」）﹇
図
17
｜
１
﹈﹇
図
17
｜
２
﹈
４.
送
り
仮
名
の
指
定
・
仮
名
を
ル
ビ
か
ら
送
り
に
移
す
ぼ
恁かう
↓
恁か
う
校
正
で
は
「
恁かう
」
が
多
く
「
恁か
う
」
と
混
在
し
て
い
る
が
、
書
き
入
れ
で
は
多
く
を
〔
恁か
う
〕
と
し
て
い
る
。（
初
出
は
多
く
「
恁かう
」）
然さう
↓
然さ
う
校
正
で
は
「
然さう
」
が
多
く
「
然さ
う
」
と
混
在
し
て
い
る
が
、
書
き
入
れ
で
は
多
く
を
〔
然さ
う
〕
と
し
て
い
る
。（
初
出
は
多
く
「
然さ
う
」）
宜よろしい
↓
宜よろ
し
い
校
正
で
は
「
宜よろしい
」
が
多
く
「
宜よろ
し
い
」
と
混
在
し
て
い
る
が
、
書
き
入
れ
で
は
多
く
を
〔
宜よろ
し
い
〕
と
し
て
い
る
。（
初
出
は
多
く
「
宜よろしい
」）
蹙
凹へこまし
↓
凹へこ
ま
し
?八
二
七
）
為なす
つ
た
↓
為な
す
つ
た
?八
八
五
）
知しツ
て
↓
知し
つ
て
（
八
八
八
）
・
仮
名
を
送
り
か
ら
ル
ビ
に
移
す
為
一
寸
ち
よ
ツ
と
↓
一
寸
ちよツと
（
七
六
九
）
以も
つ
て
↓
以もツ
て
（
八
五
六
）
那そ
様ん
な
↓
那
様
そ
ん
な
（
八
九
三
）
?
漢
字
と
仮
名
の
指
定
（
明
ら
か
な
誤
字
脱
字
を
訂
正
し
た
も
の
は
除
く
）?
頁
行
初
出
全
集
校
正
全
集
校
正
書
き
入
れ
八
一
一
一
御
坐
ご
ざ
い
ま
せ
ん
御
坐
ご
ざ
い
ま
せ
ん
御
座
ご
ざ
い
ま
せ
ん
八
一
二
一
〇
掛かヽ
り
掛かゝ
り
懸かゝ
り
八
一
三
一
一
みまはし
な
みまはし
みまはし
八
一
八
五
掛か
け
る
縣か
け
る
懸か
け
る
八
二
四
六
旁わき
旁わき
※
?全
集
傍わき
）
八
三
一
一
かな
つ
た
協かな
つ
た
※
?全
集
かな
つ
た
）
八
七
一
一
一
掛かゝ
り
掛かゝ
り
※
?全
集
懸かゝ
り
）
八
八
一
三
何
為
な
あ
に
何
為
な
あ
に
何
有
な
あ
に
八
八
一
九
滴こぼ
れ
て
滴こ
形
れ
て
零こぼ
れ
て
八
八
一
一
三
如
何
ど
う
し
た
ら
如
何
ど
う
し
た
ら
奈
何
ど
う
し
た
ら
八
八
二
三
浸しみ
徹わた
つ
て
浸しみ
徹わた
つ
て
浸しみ
遍わた
つ
て
八
八
二
三
と
致いた
し
て
も
と
致いた
し
て
も
に
も
八
八
二
一
一
嬉うれしく
な
い
の
で
、
嬉うれしく
な
い
の
で
、
嬉うれしく
な
い
。
八
八
六
五
ぐ
つ
と
ぐ
つ
と
ぐツ
と
八
八
六
六
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばば
し
形しかた
語
ばなし
八
八
七
四
掻
込
か
き
こ
む
が
否いな
や
掻
込
か
き
こ
む
や
否いな
や
掻
込
か
き
こ
む
が
否いな
や
八
八
七
四
顰しか
め
顰しか
め
か
しか
め
八
八
八
二
行いつ
て
居
た
行いツ
て
居
た
行い
つ
て
た
八
八
八
八
あ
り
ま
せ
ん
の
さ
。
あ
り
ま
せ
ん
の
さ
。
※（
全
集
あ
り
ま
せ
ん
。）
八
八
八
九
ど
う
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
二
なし
形しかた
語
ばなし
八
九
〇
三
お
珍
し
い
も
の
お
珍
し
い
の
お
珍
し
い
も
の
八
九
一
三
嵐
で
嵐
で
嵐
か
何
ぞ
で
八
九
一
一
二
如
何
五
※
か
如
何
ど
う
そ 奈
何
ど
う
か
八
九
うそ嘘
う
例例例例
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八
九
二
七
御ご
坐ざ
い
ま
す
御ご
坐ざ
い
ま
す
御ご
座ざ
い
ま
す
八
九
二
一
二
兄
様
にいさま
兄
様
にいさま
兄
様
にいさん
八
九
二
一
二
打うち
明あ
け
て
と
、
打うち
明あ
け
て
、
打うち
明あ
け
て
と
、
八
九
三
七
如
何
ど
う
如
何
ど
う
奈
何
ど
う
八
九
四
三
如
何
ど
う
如
何
ど
う
奈
何
ど
う
八
九
五
一
〇
那あれ
程ほど
に
然
う
那あれ
程ほど
に
然
う
那あれ
程ほど
然
う
八
九
六
一
ば
か
り
で
な
い
ば
か
り
で
な
い
ば
か
り
で
は
な
い
八
九
六
五
忍しの
び
忍しの
び
忍しの
□
可べ
か
ら
?全
集
忍しの
ぶ
可べ
か
ら
）
八
九
七
九
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
八
九
八
一
一
そ
れ
そ
れ
※
?全
集
其それ
）
八
九
九
八
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
八
九
九
一
三
険あぶない
険あぶない
殆あぶない
九
〇
〇
七
嘘うそ
嘘うそ
うそ
九
〇
〇
九
嘘うそ
嘘うそ
うそ
九
〇
四
四
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
九
一
四
一
三
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
九
二
四
四
踏はき
踏はき
履はき
九
二
七
一
一
宜よ
い
宜よ
く
な
い
宜よ
い
宜よ
く
な
い
宜よろ
し
い
宜よろしく
な
い
九
二
七
一
一
論ろん
ぢ
や
な
い
論ろん
ぢ
や
な
い
論ろん
で
は
な
い
九
二
八
一
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
九
三
二
一
〇
御ご
坐ざ
い
ま
す
御ご
坐ざ
い
ま
す
御ご
座ざ
い
ま
す
九
五
〇
三
為
形
し
か
た
話
ばなし
為
形
し
か
た
話
ばなし
形しかた
語
ばなし
九
六
一
一
二
こす
り
運こす
り
こす
り
九
六
二
八
掛か
け
る
掛か
け
る
懸か
け
る
﹇
図
18
｜
１
﹈﹇
図
18
｜
２
﹈﹇
図
18
｜
３
﹈
５
【
一
】【
二
】【
三
】
の
校
正
の
書
き
入
れ
に
は
、
文
字
の
位
置
の
指
定
や
不
鮮
明
部
分
の
交
換
な
ど
印
刷
の
体
裁
を
整
え
る
も
の
と
、
文
章
と
そ
の
用
字
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
後
者
の
内
、
た
と
え
ば
【
一
】「
隣
の
女
」
の
「
○
（
傍
点
）」
↓
「
○
（
傍
点
）」
↓
〔
●
（
傍
点
）〕（
二
〇
）、「
ボ
ー
ン
」
↓
﹇
ボ
ー
ン
﹈
↓
〔
ぼ
を
ん
〕（
四
四
）（
初
刊
初
出
↓
二
校
↓
書
き
入
れ
）
の
よ
う
に
、
底
本
と
推
定
で
き
る
初
刊
初
出
と
校
正
で
変
わ
ら
な
い
文
字
が
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
が
注
目
さ
れ
る
。
特
に
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
変
わ
っ
て
い
る
箇
所
は
【
三
】「
八
重
」
に
多
い
。
章
題
の
下
の
人
物
の
追
加
（
追
加
の
内
容
は
合
理
的
で
あ
る
）、
傍
点
や
ダ
ッ
シ
ュ
の
追
加
が
あ
り
、「
と
致
し
て
も
」
↓
「
と
致
し
て
も
」
↓
〔
に
も
〕（
八
八
二
）、「
嬉
く
な
い
の
で
、」
↓
「
嬉
く
な
い
の
で
、」
↓
〔
嬉
く
な
い
。〕（
八
八
二
）
の
よ
う
に
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
語
句
が
変
わ
っ
た
り
、
読
点
が
追
加
さ
れ
た
り
し
た
箇
所
が
複
数
あ
る
。
こ
う
し
た
変
更
は
、
ひ
と
つ
に
は
、「
病
苦
を
推
し
て
、
之
が
校
訂
に
従
事
し
た
」
紅
葉
の
指
示
を
、
遺
さ
れ
た
鏡
花
が
反
映
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
一
方
で
、
紅
葉
の
指
示
な
ら
ば
校
正
ま
で
の
段
階
で
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
り
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
行
わ
れ
て
い
る
点
を
重
視
す
れ
ば
、
紅
葉
の
意
向
を
汲
む
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
も
、
鏡
花
の
判
断
で
文
章
や
用
字
を
変
え
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
全
集
全
体
の
特
徴
と
も
比
較
し
て
鏡
花
の
関
与
の
程
度
を
測
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
た
と
え
ば「
春
着
」（
大
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13
・
１
）
で
、
紅
葉
宅
の
玄
関
番
時
代
に
郵
便
局
へ
託
か
っ
た
電
報
八
文
字
の
文
面
を
勝
手
に
変
え
て
一
騒
動
を
起
こ
し
た
思
い
出
に
、「
紅
葉
先
生
の
辞
句
を
修
正
し
た
も
の
は
、
恐
ら
く
文
壇
に
於
て
私
一
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
か
は
り
目
の
出
る
ほ
ど
に
叱
ら
れ
た
」
と
続
け
、
紅
葉
の
字
句
を
侵
し
難
い
も
の
と
言
挙
げ
す
る
鏡
花
と
、
こ
こ
で
見
た
、
校
正
に
書
き
入
れ
を
す
る
姿
と
は
い
く
ぶ
ん
印
象
を
異
に
し
て
い
る
。
「
八
重
」
に
校
正
の
書
き
入
れ
で
の
変
更
が
多
い
の
は
、
新
聞
連
載
と
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
の
間
に
刊
行
が
な
い
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
新
聞
連
載
と
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
の
間
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
点
に
つ
い
て
、
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
第
八
巻
（
平
６
・
５
・
23
）「
八
重
だ
す
き
」
解
題
は
、
十
三
章
を
十
二
章
と
し
、
章
内
を
「
上
」「
中
」「
下
」
に
分
け
た
章
立
て
の
変
更
や
字
句
の
異
同
を
分
析
し
た
上
で
、「
紅
葉
が
生
前
底
本
本
文
の
校
訂
に
関
わ
っ
た
可
能
性
」
を
示
唆
し
て
い
る
。
な
お
、
章
立
て
は
校
正
ま
で
の
段
階
で
変
更
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
読
売
新
聞
」
連
載
終
了
後
の
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
一
月
の
春
陽
堂
の
発
行
図
書
目
録
に
は
、「
尾
崎
紅
葉
著
諸
大
家
画
／
八
重
た
す
き
」
と
し
て
近
刊
が
予
告
さ
れ
、
ま
た
博
文
館
版
全
集
第
一
巻
の
「
紅
葉
山
人
著
作
年
表
」
に
は
発
行
所
を
春
陽
堂
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
刊
行
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
は
ツ
は
ツ
は
ツ
は
ツ
。」
を
「
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
。」
と
す
る
な
ど
、
促
音
の
片
仮
名
表
記
が
平
仮
名
小
字
に
改
め
ら
れ
た
箇
所
や
、「
為
形
し
か
た
話ばなし」を
「
形しかた
語ばなし」
に
、「
嵐
で
吹
飛
ん
だ
」
を
「
嵐
か
何
ぞ
で
吹
飛
ん
だ
」
に
変
え
る
等
の
字
句
の
異
同
、
さ
ら
に
漢
字
表
記
の
異
同
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
本
巻
で
は
、
紅
葉
が
生
前
底
本
本
文
の
校
訂
に
関
わ
っ
た
可
能
性
を
勘
案
し
、
適
宜
博
文
館
版
全
集
に
拠
っ
た
。
こ
こ
で
は
異
同
の
例
と
し
て
「
形しかた
語ばなし」
と
「
嵐
が
何
ぞ
で
吹
飛
ん
だ
」
が
挙
が
る
が
、
そ
れ
は
、
校
正
の
書
き
入
れ
で
変
更
さ
れ
て
い
た
。
書
き
入
れ
に
は
「
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
。」も
あ
る
が
、
作
品
の
前
半
で
は
、
は
ッ
は
ッ
は
ッ
は
ッ
↓
は
っ
は
っ
は
っ
は
っ
は
校
正
ま
で
の
段
階
で
変
更
さ
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
変
更
は
、
鏡
花
が
紅
葉
の
手
入
れ
本（
新
聞
）
を
持
っ
て
い
た
り
具
体
的
な
校
訂
の
案
を
聞
い
て
い
た
り
し
て
、
そ
の
指
示
を
反
映
さ
せ
た
と
も
、
独
自
の
判
断
で
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
想
像
の
域
を
出
な
い
。
本
稿
で
は
、
資
料
を
紹
介
し
、
博
文
館
版
『
紅
葉
全
集
』
第
四
巻
の
校
正
に
鏡
花
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
斜
汀
の
校
訂
の
他
に
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。
注?１
）
尾
崎
紅
葉
没
明
治
三
六
年
一
〇
月
三
〇
日
?２
）
全
集
で
は
「
遺
弟
」
以
降
を
次
ペ
ー
ジ
（
九
六
五
）
に
し
て
い
る
。
?３
）
縦
一
九
?〇
㎝
×
横
一
二
?九
㎝
（
三
冊
と
も
）
?４
）
筆
跡
が
複
数
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
泉
鏡
花
記
念
館
穴
倉
玉
日
氏
に
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
?５
）
こ
の
内
、
円
を
横
に
並
べ
た
印
は
泉
鏡
花
記
念
館
展
示
?
鏡
花
の
雅
印
と
印
（
泉
名
月
氏
遺
族
蔵
）?
に
同
じ
も
の
が
あ
る
。
※
泉
鏡
花
の
作
品
の
引
用
は
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
に
拠
っ
た
。
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